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ンタｰを使用しての自動車による探査が1959年よ"～

3年精力的に行なわれた屈そしてここ数年前から濠た

調葦を再開しているカま最遊特にこの分野終為ける冒奉

の鶴カボ要望されている由昭和44年度に篤いては濱韓

共同による自動車による放射性鉱物探査添行なわれる予

独力ではむずかしい問題も多いと察せられる.事実

螂6年度にはC夏na由のH奴nteρCo.による§onic調

鐘が園溝のバッタによ珍同国の海上において行なわれた

のをはむめ外国の鶴カか海上調査に行なわれて来てい

るし裏花今後の計画にも組まれている.

耳新しいことでは1968年にアメリカと共同で済州島で

(欝養は物灘探査部)
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